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１. はじめに 

 国内の空港舗装は、維持・修繕の時代を迎えており、的確な対策を講じ舗装の均質化や長寿命化を実現する

ことが求められる。また空港舗装工事は規制時間の厳守が必須となる中で、舗装品質を確保し（締固め度 98％

以上）、舗装温度を 50℃以下まで低下させなくてはならない 1)。 

本報では、上記要求に応える舗装材料である中温化ポリマー改質アスファルト（以降、中温化 PMA）につ

いて、その特長と実施工における検証結果について報告し、空港舗装工事への適用可能性を提案する。 

２. 中温化 PMA 

PMAとは、ポリマー改質材の添加によって、供用時のスティフネスを向上させた舗装材料である。PMAを

混合物に用いることで、ストレートアスファルトと比較して、高い耐久性（耐流動性、耐水性など）を発揮す

る舗装を実現できる。一方で、PMA 混合物は、その施工性を確保するために、高温（180℃程度）で製造し、

温度を保って施工する必要がある。従って、PMA を空港舗装に用いた場合、十分に舗装温度を低下させてか

ら供用を開始しなくてはならない。 

中温化 PMA とは、アスファルト混合物の製造および施工温度を低下させる中温化技術を用いた PMA であ

る。製造および施工温度を低下させることで、舗装温度の低下に必要な時間を短縮できる 2)。加えて、中温化

PMA には、アスファルト混合物の施工性を改善する効果も期待でき、舗装の密度確保にも貢献できると考え

る。 

 本検証では、中温化剤の添加ではなく、PMA そのものの粘弾性状を改良することによって開発した中温化

PMAを用い、その適用有効性について検証を行った 3)。 

３. 中温化 PMAの性能 

 本検証で用いた中温化 PMAの混合物（密粒（13）［75］、

中央粒度、OAC5.2%））の施工性、耐久性（耐流動性お

よび耐水性）について、室内試験にて評価した。また性

能を比較するために、従来のポリマー改質アスファルト

（以降、従来 PMA）を用いた混合物の性能も評価した。 

なお、両 PMAともに日本改質アスファルト協会（JMAA）

の定めるポリマー改質アスファルトⅡ型規格を満足する。 

３. １ 施工性 

締固め特性評価の結果を図‐1 に示す。なお、締固め

特性は、締固め温度を変化させた際のマーシャル供試体

の密度として評価を行った。密度が高いほど施工性が良

いと判断した。 

測定結果より、中温化 PMA を用いた混合物は、従 

来 PMA を用いた混合物と比較して、締固め温度に関わ

らず、高い密度を確保することを確認した。これより、

中温化 PMA を用いることで、混合および施工温度を低
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表‐1 耐流動性および耐水性 

 中温化 PMA 従来 PMA 

混合/締固め 

温度（℃） 
175/150 145/120 175/150 

DS 

（回/mm） 
6766 6342 6533 

残留安定度 

（%） 
84.9 84.4 83.8 
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図‐1 締固め特性（175℃混合） 
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下させることできると考える。 

３. ２ 耐久性（耐流動性および耐水性） 

 耐流動性（DS）および耐水性（残留安定度）の評価結果を表‐1に示す。測定結果より、中温化 PMAを用

いた混合物は、混合および締固め温度に関わらず、従来 PMAを用いた混合物と同等の耐流動性および耐水性

を発揮することを確認した。 

 ３．１～３．２より、中温化 PMAを用いることで、混合物の製造および施工温度を低下させながら、耐久

性（耐流動性および耐水性）を確保することが可能と考える。 

４. 試験施工結果 

３．にて性状を確認した中温化 PMAを用いて試験施工を行った。表‐2

に施工条件を示す。なお、本施工は、空港舗装を想定し、空港土木工事共

通仕様書に従って配合設計された密粒（20）を厚さ 8cmで施工を実施した。

施工は、中温化施工及び通常施工を想定し、出荷温度を変化させて 2レー

ン（中温化工区および通常温度工区）行った。 

 試験施工結果を表‐3 に示す。これらの結果より、中温化 PMA を用い

た混合物は、混合・締固め温度を低下させても、DS および締固め度が低

下しないことを確認した。すなわち、中温化 PMA 混合物を用いることで、

工事時間を短縮しながら、舗装の品質を確保することが可能と考える。 

５. 施工実績 

 本検証で用いた中温化 PMA の施工実績例を

表‐4 にまとめる。2018 年 4 月現在、これらの

施工箇所において、離着陸の妨げとなるような

損傷は確認されていない。今後も、これら施工

箇所について、経年変化や耐久性などを継続的

に追跡調査し、中温化 PMA の性能向上に努める

所存である。 

６. まとめ 

 空港舗装における工事時間の短縮に貢献する中温化 PMA

の性能と試験施工結果、さらには施工実績について報告した。

以下にまとめる。 

・報告した中温化 PMA は、従来の PMA に中温化剤を添加

して施工性の改善をはかるのではなく、PMA そのものの粘

弾性状を改良することによって開発した。 

・中温化 PMA 混合物を用いることで、工事時間を短縮しながら、舗装の品質を確保することが可能と考える。 

・工事時間の制約が厳しい空港舗装修繕工事においては、混合温度（現場に到着する混合物の温度）が低下し

ても 良好な施工性を確保できる、中温化 PMA 混合物の適用が有効と考える。 
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表‐2 施工条件 

施工日時 
2017年 9月 29日 

19：00～26：30 

施工箇所 
昭和シェル石油 

中央研究所構内 

外気温 約 18 ºC 

風速 2 m/s 

バインダ 中温化 PMA 

混合物 
密粒（20） 

AS量：5.4% 

施工厚 8 cm 

表‐3 試験施工結果 

項目 中温化工区 通常温度工区 

混合物出荷温度 150 ºC 170 ºC 

敷均温度 140 ºC 160 ºC 

DS（現場採取合材） 6,300 回/mm 6,300 回/mm 

採取コア 

締固め度 

機械施工 

箇所 
100.40% 100.70% 

人力施工 

個所 
99.20% 98.70% 

表‐4 施工実績 

時期 案件 

2016年 6月 
大阪国際空港W6C2 

誘導路改良工事 

2017年 11月 
東京国際空港 

N 地区エプロン舗装等工事 

2017年 11月 
東京国際空港 

A 誘導路等舗装補修工事 
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